
古座川町立明神中学校 学校便り 

さんざんかん

　 本日で令和７年度が終わり

ます。６日には無事卒業式を

挙行することができました。保護者の皆様、地域の皆様の

ご臨席及びこれまでの教育活動へのご支援・ご協力に改め

て感謝申し上げます。 

本年度最後の「さんざんかん」

では、一部抜粋になりますが「答

辞」と「送辞」を紹介させていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　 振り返れば、卒業生は中学校の三年間の中で、自分たちで

 考え・行動する機会に恵まれたと感じます。これまでの先輩

 方を見習いながら、自分たちの活動から充実感を感じること

  ができたことを大変うれしく、また誇らしく思います。

 　 在校生からは、日々の生活への感謝やよき思い出をたく

 さん作ることができたこと。卒業生への感謝と温かいエー

 ルが送られています。明神中学校だからこそできた学校生

  活。これからも大切に受け継いでいこうと思います。
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それぞれの旅立ち

年度末年度初めの 行事予定

 ２４日（火） 令和７年度  修了式
  ２７日（金） 離任式

  
４/  　 ８日(水) 令和８年度  始業式

９日(木) 令和８年度 入学式(10:30 ～)

｢答辞｣ (一部抜粋) 
花や若葉の匂いを運ぶ風が吹き始め、春の訪

れを告げる季節となってきました。三月六日、社会

へ踏み出していく節目として、卒業を迎えることとな

りました。今振り返ると、三年間で経験、体験してき

た思い出が、アルバムをめくるように、鮮明に蘇っ

てきます。 

　 先輩や、後輩、先生たちと充実した毎日を過ごす

うちに、あっという間に三年生となりました。この一

年は最上級生として、三人で後輩のみんなを引っ

張っていけるかな、という心配と、多くの先生が異動

したことによる、環境の変化に不安を感じながら始

まりました。また、私達三人が、この明神中学校で

過ごす最後の時間になるからこそ、全力で楽しも

う、と決めた一年でもありました。 

　 お世話になった地域の方々、私たちのことを、い

つも見守っていただき、ありがとうございます。おか

げで、安心して中学校生活を送ることができました

し、いろいろなことを頑張れました。職場体験や福

祉体験ではお世話になりました。学校の中だけでな

く、日々の生活の中でも、いつも温かく見守ってくだ

さって、ありがとうございました。いただいたこの温

かさを胸に、これからも更なる進歩を目指してがん

ばります。 

最後に、私達はこれから、それぞれの目標へと

進んでいきます。それでも、この明神中学校で過ご

した日々と、ともに切磋琢磨した仲間たちを忘れま

せん。「挑戦」、「新世界」、そして「遂行へ」。この明

神中学校で学んだことを糧に、未知の世界に飛び

込み、どんな困難も乗り越えていきます。改めて、こ

れまで支えてくださったすべての人に感謝するとと

もに、明神中学校のさらなる発展をお祈りし、答辞

とさせていただきます。三年間、本当にありがとうご

ざいました。　

｢送辞｣ (一部抜粋) 
　 校庭の桜の木にも、春のよそおいが感じられるよ

うになった今日のよき日、明神中学校を卒業される

三名の皆さん。ご卒業おめでとうございます。在校

生一同、心よりお祝い申し上げます。今この場に立

つと、皆さんと過ごした日々が、かけがえのない思

い出としてよみがえります。 

　 真っ先に思い浮かぶのは、休憩時間にしたバドミ

ントンや、カードゲームなどの、何気ない日常の風

景です。学年の壁を越え、ともに笑い合えたことは、

少人数の明神中学校でしか経験できない、強いつ

ながりを感じられた瞬間でした。 

　 中田桧稟さん、奈須麻実さん、山本凛さん。春か

らはまったく新しい世界での生活が待っています。

皆さんなら新たな生活も楽しく充実したものにされ

ることでしょう。「積土成山」。積み重ねた明神中学

校での日々の思い出は、きっと皆さんの背中を優し

く押してくれるはずです。在校生一同、皆さんのこと

をこの先も変わらず応援しています。 

　 最後になりますが、皆さんとともに学校生活を過

ごせたこと、心より嬉しく思います。たくさんの素敵

な思い出をありがとうございました。三名の皆さん

が、明神中学校で過ごした日々を胸に、新たな場所

でも自分らしく輝かれることを願い、私たち在校生

からの送辞とさせていただきます。


